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CD271+CD51+PALLADIN- human mesenchymal stromal cells possess enhanced 
ossicle-forming potential  
 (CD271+CD51+PALLADIN-ヒト間葉系間質細胞は高い骨形成能を有する) 
 
                                                                          






形成能を有する MSC 分画の同定を試みた。 
 
[ 方法 ] 熊本大学医学付属病院にて提供されたヒト骨髄細胞を培養し、小骨（ossicle）作成後薄切切片を染
色し組織学的に軟骨形成能を評価した。ヒト骨髄細胞の免疫表現型はフローサイトメトリーで解析した。ヒ
ト MSC の機能解析として single-cell 又は bulk コロニー形成能（CFU-F）および間葉系スフィア形成アッセ
イを行い、single-cell 実験のすべてにおいて index sorting を使用した。RNA-sequencing を行い、骨形成能の
高い MSC のトランスクリプトームの特異性を調べ、遺伝子発現は RT-PCR で確認した。免疫不全 MSTRG マ
ウスにヒト骨髄細胞を移植する異種移植モデルを用いて、各 MSC 群の骨形成能を in vivo で評価した。 
 




sequencing と qPCR を行った結果、骨/軟骨形成、ECM 構成（COL1A1、MMP2/9）、軟骨/骨芽細胞の分化
（CDH11、SOX9）に関わる遺伝子群の発現が CD271+細胞で有意に高いことが確認された。トランスクリプ
トーム解析の DEG リストからアクチン架橋タンパクをコードする遺伝子である PALLADIN（PALLD）を MSC
機能制御遺伝子としてさらに調べた。その結果、Lin-CD271+CD51+PALLD-細胞が最も高い CFU-F 形成能と
HSC ニッチ遺伝子発現を示し、より高い骨形成能を有する MSC を特定するための候補マーカーとなりうる
ことが示唆された。 
 
[ 結論 ] Lin-CD271+CD51+PALLD-発現の組み合わせにより、軟骨および骨形成能の高いヒト MSC の効率的
な分離が可能であることを明らかにした。 
                                                                                  
